
アートによる｢安全・安心のまちづくり｣

初
黄
・
日
ノ
出
町
地
区
（
中
区
）

　
中
区
初
黄
・
日
ノ
出
町
地
区
で
は
、
住
民
が
横
浜
市

や
警
察
と
連
携
し
て
、
違
法
風
俗
営
業
を
行
う
小
規

模
店
舗
（
以
下
「
違
法
風
俗
店
」
）
の
取
り
締
ま
り
な

ど
環
境
浄
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
街
を

実
現
し
た
。
現
在
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
黄
金
町
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

行
政
、
大
学
研
究
機
関
、
地
域
住
民
が
連
携
し
た

ア
ー
ト
に
よ
る
地
域
再
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
経
済
活
性

化
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

ま
ち
の
特
徴

・
京
浜
急
行
線
の
日
ノ
出
町
駅
と
黄
金
町
駅
の
間
、
大

　
岡
川
に
隣
接
し
た
地
域
。

・
第
二
次
世
界
大
戦
の
空
襲
で
街
が
壊
滅
し
、
関
内
・

　
関
外
地
区
が
米
軍
に
接
収
さ
れ
た
影
響
な
ど
も
あ

　
り
、
戦
後
は
ヒ
ロ
ポ
ン
や
麻
薬
の
密
売
所
、
違
法
風
俗

　
店
街
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

・
か
つ
て
は
違
法
風
俗
店
の
小
規
模
店
舗
が
多
数
あ
り
、

騒
音
、
汚
物
、
ゴ
ミ
の
散
乱
な
ど
に
よ
り
、
風
紀
の
乱
れ
、

生
活
環
境
の
悪
化
が
深
刻
な
地
域
の
問
題
だ
っ
た
。

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
へ

2
0
0
0
年
代
初
頭
ま
で
初
音
町
・
黄
金
町
・
日
ノ

暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
指
標
と
は

出
町
（
＝
初
黄
・
日
ノ
出
町
地
区
）
に
は
約
２
５
０
店

舗
に
も
達
す
る
違
法
風
俗
店
が
軒
を
連
ね
、
街
の
景

観
や
治
安
の
悪
さ
に
よ
っ
て
、
健
全
な
店
舗
や
地
域
住

民
の
転
出
が
生
じ
る
な
ど
、
生
活
環
境
の
悪
化
が
地

域
の
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
う
い
う
点
で
は
、

か
つ
て
の
「
初
黄
・
日
ノ
出
町
地
区
」
は
、
大
都
市
の

イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
エ
リ
ア
の
「
暮
ら
し
に
く
さ
」
を
集
約

し
た
よ
う
な
街
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
2
0
0
3
年
に
地
元
の
初
黄
町
内
会
、

日
ノ
出
町
町
内
会
、
東
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
に
よ
り

「
初
黄
・
日
ノ
出
町
環
境
浄
化
推
進
協
議
会
」
（
以
下

「
推
進
協
議
会
」
）
が
発
足
し
、
地
域
を
挙
げ
て
環
境

浄
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
っ
て
か
ら
、
地
区
の

環
境
と
イ
メ
Ｌ
ン
が
変
わ
り
始
め
る
。
特
に
2
0
0
5

年
か
ら
は
神
奈
川
県
警
に
よ
る
「
バ
イ
バ
イ
作
戦
」
（
呪
一

時
間
警
備
体
制
）
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
で
違
法
風
俗

店
が
次
々
撤
退
し
、
地
区
の
治
安
が
大
幅
に
改
善
さ

れ
る
。
そ
の
象
徴
が
2
0
0
6
年
の
東
小
学
校
の
４
年

生
に
よ
る
黄
金
町
地
区
の
街
歩
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
地
元
の
小
学
生
が
白
昼
で
あ
れ
ば

街
中
を
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
よ
う
な
街
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
の
視
点
か
ら
「
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
く
た
め
の
活
動

は
、
2
0
0
7
年
に
「
初
黄
・
日
ノ
出
町
地
区
環
境
浄
化

推
進
協
議
会
」
と
「
横
浜
市
立
大
学
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
ス

（
鈴
木
ゼ
ミ
）
」
が
協
働
し
て
運
営
す
る
コ
ガ
ネ
ッ
ク
ス
・

ラ
ボ
が
開
設
し
た
こ
と
で
加
速
す
る
。
コ
ガ
ネ
ッ
ク
ス
・

ラ
ボ
は
、
大
学
生
が
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
や
ビ
ジ
ネ
ス
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黄金町まちあるきマップ

し
て
も
、
街
か
ら
「
活
気
」
や
「
賑
わ
い
」
が
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
と
し
た
ら
住
民
は
そ
こ
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
第
１
章
で
見
て
き
た
通
り
、
閑

静
な
住
宅
街
を
求
め
る
よ
り
、
交
通
や
買
い
物
の
利

便
性
を
求
め
、
職
住
近
接
を
志
向
す
る
市
民
が
増
え

る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
超
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
に
お

い
て
は
、
地
域
経
済
を
活
性
化
し
、
若
者
の
雇
用
を
創

出
す
る
こ
と
が
地
域
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
う
え

で
、
垂
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　
初
黄
・
日
ノ
出
町
地
区
に
お
い
て
も
、
街
か
ら
違
法

風
俗
店
が
撤
退
し
た
と
し
て
も
、
閉
鎖
さ
れ
た
２
５
０

も
の
小
規
模
空
き
店
舗
を
ど
う
す
る
の
か
。
こ
の
よ
う

な
空
き
店
舗
を
活
用
し
、
街
に
賑
わ
い
や
活
気
を
生

み
出
す
魅
力
を
創
り
出
せ
な
け
れ
ば
、
い
ず
れ
は
、
空

き
家
や
空
き
店
舗
だ
ら
け
の
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
と
な
っ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

　
「
推
進
協
議
会
」
で
は
、
こ
の
よ
う
な
危
機
感
か
ら

街
の
賑
わ
い
や
活
気
を
生
み
出
す
仕
掛
け
づ
く
り

を
、
大
都
市
の
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
エ
リ
ア
と
し
て
は
、
全

国
に
類
を
見
な
い
形
で
「
ア
ー
ト
」
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
展
開
し
よ
う
と
し
た
。

　
2
0
0
8
年
の
「
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
の
開
催
に

合
わ
せ
、
こ
の
ま
ち
で
も
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
！

と
い
う
動
き
が
本
格
化
し
、
高
架
下
に
新
し
く
ス
タ
ジ

オ
を
建
て
る
構
想
が
、
京
浜
急
行
と
の
交
渉
に
よ
り

具
体
化
す
る
。
推
進
協
議
会
の
音
頭
取
り
に
よ
っ
て
、

設
計
に
住
民
の
意
向
を
反
映
し
「
ま
ち
と
ア
ー
ト
を

融
合
す
る
」
と
い
う
視
点
で
、
「
黄
金
ス
タ
ジ
オ
」
「
日
ノ

出
ス
タ
ジ
オ
」
が
建
て
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
黄
金
町
で
の

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
向
け
て
、
横
浜
美
術
館
の
主
席

学
芸
員
の
天
野
太
郎
氏
が
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
加
わ

り
、
か
つ
て
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を

務
め
た
山
野
真
悟
氏
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
、
実
行

委
員
長
に
横
浜
市
立
大
学
の
鈴
木
伸
治
准
教
授
、
が

迎
え
ら
れ
、
2
0
0
7
年
１
１
月
、
「
黄
金
町
バ
ザ
ー
ル
実

行
委
員
会
」
が
設
立
。
黄
金
ス
タ
ジ
オ
と
日
ノ
出
ス
タ

ジ
オ
と
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
、
国
内
外
か
ら
集
ま
っ
た

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
写
真
家
、
建
築
家
な
ど

が
参
加
し
て
、
旧
特
殊
飲
食
店
の
空
き
店
舗
、
ま
た
ア

パ
ー
ト
や
小
規
模
な
ビ
ル
の
一
室
を
利
用
し
て
、
初
黄
・

日
ノ
出
町
地
区
全
体
で
ア
ー
ト
の
展
示
や
活
動
が
行

わ
れ
る
「
黄
金
町
バ
ザ
ー
ル
」
が
、
2
0
0
8
年
の
９
月
１
１

日
～
１
１
月
3
0
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
シ
ョ
ッ
プ
は
、
合
計
3
0
組
余

り
。
来
場
者
は
、
延
べ
1
0
万
人
を
数
え
た
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
経
済
」
を
育
成

す
る
拠
点
－
黄
金
町
エ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー

　
「
黄
金
町
バ
ザ
ー
ル
」
が
大
き
な
注
目
を
集
め
、
閉

幕
後
も
事
業
の
継
続
性
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
翌
2

0
0
9
年
４
月
、
初
黄
・
日
ノ
出
町
環
境
浄
化
推
進
協

議
会
と
黄
金
町
バ
ザ
ー
ル
の
事
務
局
機
能
を
担
う
組

織
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
黄
金
町
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
セ
ン
タ
ー
」
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
）
が
発
足
し
た
。
セ
ン

タ
ー
で
は
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
「
黄
金
町
バ
ザ
ー
ル
」
の

企
画
運
営
の
他
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
と

い
う
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、
横
浜
市
か
ら

貸
与
さ
れ
た
地
区
内
の
小
規
模
空
き
店
舗
を
改
修
し
、

084

に
参
加
し
な
が
ら
、
顧
客
対
応
・
店
舗
運
営
な
ど
の
体

験
・
研
究
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
学
び
、
地
域
か
ら

の
情
報
発
信
や
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
施
設
。
施
設
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

か
つ
て
違
法
風
俗
店
舗
で
あ
っ
た
建
物
を
改
修
し
た
。

こ
の
コ
ガ
ネ
ッ
ク
ス
・
ラ
ボ
を
拠
点
に
、
横
浜
市
立
大
学

の
学
生
が
街
に
関
わ
り
始
め
た
こ
と
で
、
若
者
と
地
域

住
民
と
子
ど
も
た
ち
が
交
流
す
る
拠
点
と
機
会
が
生

ま
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
多
世
代
が
連
携
す
る
街

づ
く
り
の
成
果
は
、
2
0
0
8
年
に
初
黄
・
日
ノ
出
町

地
区
の
安
全
・
安
心
を
考
え
る
ガ
リ
バ
ー
マ
ッ
プ
「
東
っ

子
あ
ん
・
あ
ん
マ
ッ
プ
」
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

ア
ー
ト
に
よ
る
街
の
活
性
化

黄
金
町
八
ザ
ー
ル

　
初
黄
・
日
ノ
出
町
地
区
の
環
境
が
浄
化
さ
れ
、
景
観

が
良
く
な
り
、
安
全
・
安
心
の
街
が
生
み
出
さ
れ
た
と



同
地
区
で
制
作
活
動
を
行
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
公
募
。

物
件
を
貸
し
出
す
こ
と
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
街
に
滞

在
し
な
が
ら
制
作
活
動
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
仕
組

み
を
創
ろ
う
と
す
る
も
の
。
ま
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
作

品
を
展
示
し
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
を

日
常
的
に
仕
掛
け
る
こ
と
で
、
地
域
を
再
生
し
よ
う

と
す
る
も
の
だ
。
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
長
を
務
め
る
の

が
「
黄
金
町
バ
ザ
ー
ル
」
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
た
山

野
さ
ん
。
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
を
総
合
的
に
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
。
セ
ン
タ
ー
の
年
間
の
総
事
業
費
は

約
１
億
2
0
0
0
万
円
程
度
。
収
入
は
、
横
浜
市
の
補

助
金
が
約
７
割
程
度
。
残
り
３
割
は
「
行
政
と
の
連
携

事
業
」
「
独
白
事
業
」
「
受
益
者
負
担
」
「
寄
付
」
な
ど

様
々
な
手
法
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
山
野
さ
ん
は
、
「
今
後
、
事
業
を
拡
大
し
て
い
く
た

め
に
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
の
事
業
手

法
を
見
直
す
な
ど
、
新
し
い
方
向
性
を
打
ち
出
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
」

と
語
る
。
ま
た
、
「
志

が
あ
っ
て
わ
れ
わ
れ

の
主
旨
に
つ
い
て
賛

同
し
て
く
れ
る
賛
助

会
員
を
募
集
す
る
こ

と
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
を
通
じ
て
不
特

定
多
数
に
資
金
援
助

を
呼
び
か
け
る
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

な
ど
の
活
用
も
検
討

し
て
い
る
」
と
も
言

う
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い
資
金
獲
得
と
運
用
の
試
み
が

う
ま
く
行
く
か
ど
う
か
は
、
こ
の
地
域
の
再
生
が
持

続
可
能
な
も
の
と
な
る
か
ど
う
か
の
試
金
石
と
な
る

の
で
は
な
い
か
。

多
様
な
人
々
が
つ
な
が
る

ま
ち
づ
く
り

　
ま
た
、
こ
の
地
域
ま
ち
づ
く
り
に
関
る
様
々
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
、
地
域
住
民
、
行
政
、
警
察
、
大
学
、

企
業
な
ど
の
声
を
反
映
し
、
そ
の
調
整
役
と
し
て
機

能
す
る
こ
と
が
セ
ン
タ
ー
の
重
要
な
仕
事
で
あ
る
。

　
今
、
初
黄
・
日
ノ
出
町
地
区
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

に
よ
っ
て
、
人
口
が
増
え
て
い
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
出

来
る
ほ
ど
こ
の
地
域
が
安
全
な
場
所
に
な
っ
た
と
い
う

証
拠
だ
が
、
ま
ち
と
し
て
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
に

は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
入
居
者
な
ど
新
し
く
ま
ち
に
き
た

人
々
が
積
極
的
に
地
域
活
動
へ
参
加
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
担
う
新
た
な
人
材
の

発
掘
も
必
要
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
新

し
い
住
民
を
対
象
に
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
動
へ
の

参
加
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
ま
た
、
新

し
い
住
民
が
地
域
活
動
へ
参
加
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り

と
し
て
、
市
大
学
生
の
協
力
の
も
と
住
民
同
士
が
気

軽
に
交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
隣
人
ま
っ
り
」
を
開
催
し

て
い
る
。

　
一
方
で
、
「
賑
わ
い
」
や
「
活
気
づ
く
り
」
と
い
っ
た
地
域

の
暮
ら
し
や
す
さ
の
向
上
の
た
め
に
は
、
こ
の
街
で
商

売
を
し
て
い
る
商
店
の
積
極
的
な
参
画
も
欠
か
せ
な

暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
指
標
と
は

い
。
2
0
1
2
年
５
月
に
は
初
黄
・
日
ノ
出
町
地
区
の
飲

食
店
及
び
物
販
店
の
店
主
た
ち
が
集
ま
り
、
「
初
黄
日

商
店
会
」
（
は
つ
こ
ひ
し
ょ
う
て
ん
か
い
）
が
結
成
さ
れ

た
。
街
で
活
動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
と
月
１
回
行
な

わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
（
「
ワ
ン
デ
イ
バ
ザ
ー
ル
」
）
な
ど
を
通

じ
て
交
流
す
る
と
共
に
、
こ
の
街
な
ら
で
は
の
新
た
な

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
初
黄
・
日
ノ
出
町
地
区
の
「
安
全
・
安
心
」
や
「
活
気

や
賑
わ
い
」
な
ど
の
「
暮
ら
し
や
す
さ
」
は
、
も
と
も
と

街
の
外
部
者
で
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
大
学
生
な
ど

も
含
め
て
、
古
く
か
ら
の
住
民
や
新
住
民
、
商
店
主
な

ど
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
開
か
れ
た
形
で
連
携

す
る
こ
と
に
よ
り
形
づ
く
れ
ら
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

を
将
来
に
亘
っ
て
維
持
し
て
い
く
た
め
の
努
力
が
、
今

も
地
域
住
民
に
よ
っ
て
続
け
ら
れ
て
い
る
。

▲黄金町エリアマネジメントセンターの連携図
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